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大連結子の設計 
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１．大連結子とは 

右写真の矢印が示す大連結子は、床と床、あるいは、床と直接維
持装置や間接維持装置を連結する役割を担う部分床義歯の構成
要素です。また、大連結子は、各々の義歯構成要素に加わる力を
伝達して、部分床義歯の一部に加わる咬合圧を様々な組織に配分
する役割も担っております。そのため、大連結子は、力の伝達体と
して変形しないことが必要なことから、リジッド（剛直）に設計する必
要があります。大連結子をリジッドに設計することにより、以下の効
果が得られます。 

・床下粘膜負担の偏在を防止します。
・機能時において義歯を安定させます。
・鉤歯の負担を軽減します。
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２．大連結子の５つの原則 

【歯科開業医の談話室 09】 大連結子の設計 

１）大連結子は、リジッドな性質を持たせる上で必要な幅や厚みを備えた設計を行います。
２）大連結子は、装着感を良くする目的で、できるだけ厚みを減らして幅を広げるように

設計します。
３）大連結子が正中線と交叉するところでは、大連結子の辺縁が正中線と直角に交叉す

るように設計します。
４）大連結子と残存歯の歯肉辺縁部との距離は、可能な限り離した方がよい。
５）大連結子の辺縁は滑らかな曲線で描かれなければならない。

それぞれの原則について解説します。 



２．大連結子の５つの原則
１）大連結子は、リジッドな性質を持たせる上で必要な幅や厚みを備えた設計を行います。
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その厚みと幅は、大連結子の種類と材料（金属の種類）により異なります。
※このところ金属が使用されていないノンクラスプデンチャーが患者さんに提供されておりま
す。この部分床義歯は、リジッドな性質を持たせることができないことから、咬合圧を残存歯や
顎堤に配分することができません。

そのため、この部分床義歯の長期間使用は、いわゆる“gum-stripper”（歯肉剥がし屋）として
残存歯の歯周組織に障害を与え、さらに、顎堤に部分的吸収を引き起こすことになります。

以上のことから、ノンクラスプデンチャーを患者さんに奨めるに際しては、長期間の使用によ
る弊害を患者さんに伝える必要があります。



２．大連結子の５つの原則
２）大連結子は、装着感を良くする目的で、できるだけ厚みを減らして幅を広

げるように設計します。
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下のイラストが示すように、狭くて厚い連結子ではなく、広くて薄い連結子に設計します。 



２．大連結子の５つの原則
 ３）大連結子が正中線と交叉するところでは、大連結子の辺縁が正中線と直角

に交叉するように設計します。

【歯科開業医の談話室 09】 大連結子の設計 

下のイラストが示すように、正中を斜めに横断する連結子は舌感が良くないので、
直角に横切るように設計します。



２．大連結子の５つの原則
 ４）大連結子と残存歯の歯肉辺縁部との距離は、可能な限り離した方がよい。
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一般的には、右のイラストが示すように、上顎
では６㎜、下顎では４㎜以上の距離を確保する
とされております。しかし、日本人の場合、この
距離を確保することが難しいので、一般的に、
上顎では４㎜、下顎では２㎜以上の距離を確保
できれば良いとされております。これらの距離を
確保できない場合は、大連結子が歯肉辺縁部
を覆うように設計します。



２．大連結子の５つの原則
 ５）大連結子の辺縁は滑らかな曲線で描かれなければならない。
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大連結子のすべての辺縁部を
滑らかにすることにより、違和感
の少ない義歯にすることができ
ます。



３．大連結子の種類
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１）パラタルバー
２）前後パラタルバー
３）パラタルプレート
４）リンガルバー
５）リンガルプレート
６）Ｕ字型パラタル連結子（馬蹄型パラタルプレート）
７）ケネディーバー

それぞれについて解説します。

大連結子には、口腔内の状況に応じて選択される以下の種類があります。



３．大連結子の種類 １）パラタルバー
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パラタルバーは、上顎の部分床義歯に使用する大連結子の中でもっとも
すぐれており、優先して選択されます。右のイラストが示すように、パラタル
バーは、口蓋の中央部を横切るように設計します。違和感を少なくする目
的で薄く設計するので、ある程度の幅（10㎜以上）が必要です。
櫻井先生の研究によると、前後幅は平均13㎜前後、厚さはコバルトクロ
ム合金で0.7㎜、金合金で1.3㎜、チタン合金で1.1㎜とされております。パラ
タルバーが口蓋中央部に設定される理由は、口蓋前方部は発音時に舌が
接触する領域で、口蓋後方部は嘔吐を引き起こす領域で、中央部がもっと
も違和感を生じさせない領域のためです。
パラタルバーは、口蓋隆起や口蓋正中縫線の部分を除いて、リリーフを
必要としません。
パラタルバーの断面形態は、半卵円型よりも、“平坦”あるいは“帯状”に
します。 



３．大連結子の種類
２）前後パラタルバー
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前後パラタルバーは、上顎に使用される大連結子で、口蓋中
央部に骨隆起が存在しパラタルバーの設計ができない症例に
選択されます。前後パラタルバーは、パラタルバーに比較してリ
ジッドに設計できるところが優れておりますが、装着感において
劣ります。

上のイラストが示すように、設計は、口蓋隆起を避けて２本の
前後のパラタルバーにより構成されます。下のイラストが示すよ
うに、前方バーの前縁は口蓋すう壁の盛り上がり部に一致させ
ることにより、口蓋粘膜とバー表面の段差を少なくすることがで
き、違和感を減少させることができます。後方バーの後縁は全
部床義歯の後縁と同様に設計します。



３．大連結子の種類
３）パラタルプレート
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右上のイラストが示すように、パラタルプレートは、口蓋面全体
を覆う大連結子です。臼歯欠損歯数が多い両側遊離端義歯は
適切な間接維持装置の設定が困難です。そのような場合は、前
歯の舌面に間接維持を求めることになり、パラタルプレートが設
計されます。また、両側遊離端義歯で前歯の欠損部を有する部
分床義歯もパラタルプレートが選択されます。その場合、右下イ
ラストの矢印が示すように、前歯舌側面に接するパラタルプレー
トの前縁は、切縁から1/3から1/2に設定します。



３．大連結子の種類
４）リンガルバー
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右上のイラストが示すリンガルバーは、下顎の大連結子の中でもっ
ともすぐれており、優先して選択されます。

右下のイラストが示すように、リンガルバーの幅（A）は通常４〜５
㎜、厚さは２〜2.5㎜で、バーの上縁は歯肉縁から３㎜以上（B）離しま
す。そのため、歯肉縁から口腔底までの距離が７〜８㎜以内の場合、
リンガルバーを設定することができません。その場合、リンガルプレー
トを選択することになります。

下の図が示すように、リンガルバーの断面形態は、半洋梨形とし、
上縁は粘膜面と接触させて食片の圧入を防ぎます。上縁以外の部分
は、わずかにリリーフを設け、義歯沈下時のリンガルバーによる粘膜
の圧迫・損傷を防ぎます。



３．大連結子の種類
４）リンガルバー リンガルバーのリリーフ
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リンガルバーは、部分床義歯に咬合圧が加わるときの舌側粘膜面の損傷を避けるために、それぞれの状況
に応じた適正なリリーフを設定して製作します。Boucherは、適正なリリーフついて次の通り定めております。下
のイラストに示すように、（Ａ）歯負担性部分床義歯の場合、リリーフはわずかにします。（Ｂ）舌側粘膜面が口
腔底に向かい緩やかに傾斜している場合、普通より多くのリリーフが必要です。（Ｃ）下顎隆起が存在する場
合、これらの隆起を覆っている薄い粘膜を刺激しないように十分にリリーフします。（Ｄ）舌側軟組織にアンダー
カットが存在する場合、アンダーカット領域のみブロックアウトします。



３．大連結子の種類
５）リンガルプレート
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右上のイラストが示すように、リンガルプレートは、下顎に使用され
る大連結子で、前歯舌側面に間接維持が必要とされる部分床義歯
に選択します。また、前歯舌側歯頸部から口腔底までの距離が不足
してリジッドなバーを設計できない場合も、このリンガルプレートが選
択されます。

右下のイラストが示すように、バーの下縁は、口腔底や舌小帯を
障害しない位置に設定します。両側第一小臼歯が残存している場合
は、リンガルプレートと一体となった近心レスト（ターミナルレスト）を
設定します。

右下イラストの矢印が示すリンガルプレートの上縁は、前歯舌側面
の切縁から1/3から1/2のところに設定します。



３．大連結子の種類
６）Ｕ字型パラタル連結子
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右上のイラストが示すＵ字型パラタル連結子は、リジッドに設計
することが難しく、あまり選択されません。

また、変形しやすいため、顎堤を傷つけやすく、間接維持機能
を働かせるためにバーの前縁を残存歯歯頸部に近づけることに
なり、残存歯の歯周組織に対して損傷を与えることになります。し
かし、手術ができないほど大きな口蓋隆起が存在しているとき、
および、右下のイラストが示すように、前歯部に２〜３歯の欠損部
が存在する場合に用いられることがあります。 



３．大連結子の種類
７）ケネディーバー
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右のイラストが示すケネディーバーは、ダブルリンガル
バーともよばれる連続鉤の１つで、クラスプアームが基
底結節上を波状に走行する大連結子です。リンガル
バーと併用され、間接維持装置としての効果もありま
す。ただし、リンガルプレートに比較して舌感が劣ること
から、選択されることは少ないです。
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次回の記事は、歯科開業医の談話室10番目「根尖まで根管充填する方法」です。

今回のテーマを気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。
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